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[例題7.2] 相対回転角の変分(仮想回転による表現) 

[例題6.1]の問題を考える (後述の[補足資料]を参照)。図6. 2の相対回転の変分

を考えると、仮想回転 Oiδθ と Ojδθ を用いて 
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となる。これより 
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この式は付録8.3.2(3)の式変形において使用される。 

 

[例題7.3] 相対回転角の変分(オイラーパラメータの変分による表現) 

[例題7.2]の相対回転の変分をオイラーパラメータの変分により表わすと[例

題7.2]の式(7.38)に(7.23)(注)を代入して 
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(注) 仮想回転 Oiδθ とオイラーパラメータの変分の関係式(7.23) は 

2OB OB OBd δθ L ε  (7.23) 

と書ける。 
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[補足資料]  Short Lecture 29回目で学んだ[例題6.1] を再掲する。 

[例題6.1] iz 軸と jz 軸が平行な場合の相対回転 

   図6.2は枠 i i ii x y z が iz 軸を回転軸として反時計まわりに角度fだけ回転して

枠 j j jj x y z になったときの状態である。 iz 軸と jz 軸は平行である。方向余弦の

性質より     cosi j
x x f e e
 

となる。これを全体枠O の成分表示で表わすと 
 
  cosiT j

x x fe e  (6.31) 
 
また、外積の定義       sini j i

x x z f e e e
  

より 
 
  sini j i

x x z fe e e  (6.32) 
 
となる。式(6.32)の両辺に左から iT

ze を作用させると、 iT i
x xe e  を用いて 

 
  sin ( ) ( )iT i j iT i T j i i T j iT j

z x x x z x x z x y xf   e e e e e e e e e e e    (6.33) 
 
を得る。式(6.31)、式(6.33)を各ベクトルが固定されている枠の成分表示で表すと 
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y x y xe A A e e A ef       (6.35) 
 

となる。これらよりfが求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6.2  軸 iz と軸 jz とが平行

な場合の相対回転 


